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井上 猿 

答志島 （ トーシジマと讀むが巧の人のいふのを巧にするとトーシでなくで卜 
ーセでをる）は伊勢灣口を扼する諸島峨中の最大島で岡圍約5おと云-はれる。毎 
夏東京文理大動物舉擧生の海產動物臨海實習が此の轟に巧はれる。私達は福井 
教授御指導の下に今夏7パ中旬より下旬にかけ2迴閒を此處に送つた。化の島〇 
蜘蛛は未だ誰も採集したことが無いむで《少に拘らず宽集を望むと高島巧から 
御彼頓があつたのでがかお尘産を絡へな< てはと極めてみ數ながら蜘蛛を集め 
た。偶然はなをして答志島に於ける蜘蛛採集の最初の人間をらしめたらしい。 
標おは高 息 氏を經て植村巧に御掘をを願つたがミヤグ去 Ariadna lateralis 
(Karsc 也） （ろ 1 頭ネノシシグモ科） オ ニグモ Araneus ventrieoms 凡 . Koch) 
( 2 頭コガ ネグモ 科）っタサグモ AgeUna opuknta L. Koch (幼る i 頭夕 
ナグモ 科） アシダカ グモ Heteropoda venatoria Linuaeus (^2 頭 アシダカグモ 
科）の 4 種と剌つを。埼近くの小峨营島の海鑽で得を 1 頭は吳:張り植が巧に據 

ればハ〜トリグモ科のイソハへトリ Jl/ のが W 兄打巧がん ;• 丹 ! の M む！ ) 〇的 jitz et Stra り d 

とのことである。化處では辕壁に密集して居るザトウムシの1種を得を0同じ 
ものを昨夏福ザ敎授が多 ft 探集して持ち歸られ，後に2年の入佐巧がをれをが 
料にして外部解剖を調べられたさうである[ホ發表）。此の譬蟲は高島巧のお話 
では下巧の海濱近 < に夕いのと巧種であるが種名には權信が無いとのことであ 
つた0 

答志島の海產動物は夫々の專巧家により研究報吿されて居るが陸棲動物では 
高島巧の2篇あるのみなので，答志島の蜘蛛と題するには餘りに穂類がみいが 
敢て筆を執つを0東京に戾ると間もなく擧友鳥居酉藏君は窃集令嘴 t を受け現お 



( 化 s) 


は旣に暴ま膊懲の第一線に立って居られる0共に暮らした愉快を2週關を想起 
し同君の凱旋の速かならんことを祈る0採集に御援助を賜はった附巧惠巧に深 
謝の意を表する 0 

春の蝴蛛下巧 t 天が 

高 島 春 雄 

東を市本瓣临駒を曙巧五 

まる 5巧5曰 （1937) から8日までが置下巧で今年最初の蜘蛛採集を巧った 
巧;鑛が么である0春〇下巧はおには未經驗であり隨つて下旧と天城の蕾の 
み/ろがな variant を窥ふのも今度が最初であり，亦報吿としては此の小文をなて 
斯界晴おとするであらう。探集旅行に便宜を寄せられたる福み玉夫敎授，査を 
の勞を執られた植村'利夫擧兄に深甚の敬蘆を表するものである。 

下巧に在る巧京文理大臨海實驗所に宿泊して居たが先づ寄宿舍內でホホヒメ 
グモ，ウプキ ドク グモ， クサグモ （幼），アダン ソ ンハへ トリ，チ ヤスディ、へ卜 
リ，アシダカグモ（之は確認のみ）等を採つて氣をよくし野かにおては下揭の 
の種程を探集した。 

ウツダモ科 ホ ホ ヒカゲグモ Syhoia varians (Boeseiiberg et Strand ) 

ヒメグモ科 2 オホヒメグモ 3コノ ハヒメ グモ 4ヌサグモ *5 カ レ ハ ヒメ 
グモ Tcvia)ta iransv^rsifoveaia Boeseiibera ： et Straud サラグモ科 *6 ヒラサ 
ラグモ Jyiir 、 jph;a nipponica Kishida コガネダモ科 7ホニグモ *8 チュウ ガ 
タ コガネグを Araiope aetherca ( AYalckciiaer ) 9 ヤマシロホニグを 10 ゴミ 
グモ *11 コシ。ガネダモ Leacauge suhhlanda Boeseiiberg et Strand 後條參 
照 12 コガネグモ巧アシナポグモ ドクダモ科 いウブキドクグモ巧 ドク 
ダ モー麵 Lycosa sp. (幼） タナダモ科 W クサグモ（幼） *1? イホグモー種 



